
１時間の授業の価値について 
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３年生は三者面談が終わり、多くの人が卒業後の進路に道筋を付けることができたと思います。先

日、何人かの３年生と話をしていたとき、学習塾のことが話題に上がりました。３年生からは、塾の宿題

が多くて大変だとか、塾の先生からの進路指導をもっと受けたいといった発言がありましたが、中でも塾

の費用がとても高額だという意見がありました。人によって差はありますが、月に５～６万円、冬期講習を

申し込むとさらに２０万円以上かかるという生徒もいました。この費用を負担する保護者の方のご苦労

は、さぞ大変なものだと思います。 

その話を聞いて、中学校の授業にはどのくらいの費用がかかっているのかがふと気になり、計算して

みることにしました。 

まず、教材・教具などの物品購入費、光熱費、電話代や印刷機のリース代、施設の修繕費などを合

わせた学校予算は、年間約２千万円です。多くの費用がかかるのは、教職員に支払われる給料です。

学校で働いている人は、先生、事務員、専門員、支援員、スクールサポートスタッフ、部活動指導員、ス

クールカウンセラー、用務員など、職種は多岐にわたります。放課後学習教室「まなびや」やステップル

ームの運営に関わっていただいている方への謝礼などもあります。そのような人件費は、合計すると年

間２億６千万円ほどになります。合わせると、学校を１年間運営するには、おおよそ２億８千万円のお金

が必要です。 

一方で、１年間の標準授業時数は、文部科学省が定めた学習指導要領で１クラスあたり 1015 時間と

決められています。本校は 13 学級ありますので、年間に 13,195 コマの授業を行っていることになりま

す。２億８千万円を年間総授業時数で割ると、１時間の授業を行うのに 21,220円ほどの費用がかかって

いることがわかります。さらにこれをクラスの人数で割ると、生徒一人当たりの１時間の授業の金額が出

ます。クラスを 35人として計算すると、約 606円という結果になります。つまり、皆さんが受ける 1時間の

授業の価値は 600円です。 

この 600 円は皆さんが直接払っているわけではないので実感がもてないと思いますが、実際は保護

者の方が税金として支払っています。授業をしっかりと受けない人は、毎時間 600 円を無駄にしている

ことになります。授業を受けるときには、受講料として 600 円のチケットを買って教室に入るという感覚を

もつと、毎回の授業を大切にする意識が高まって、より多くのことが身に付くかもしれません。 

明日から第３回定期考査が始まります。特に３年生は、希望する高校に合格するために、この定期考

査にかけている人もたくさんいると思います。時間を大切にする意識を高めて、ぜひ本来の実力を発揮

できるように、コンディションを整えて試験に臨んでほしいと思います。 

                       （2024年 11月 11日の全校朝礼より）                
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シメキリン 
 

 
右の写真は、各教室の後ろに掲示してある提出物確認をするため

の表です。提出物の締切日が一目でわかるようになっています。生徒た

ちは、学活用のノートなどに書き写したり、Chromebookで撮影したりして 

忘れ物をしないように活用しています。 
各教室に貼ってあるシメキリン 



落語教室（１年生） 
 10月 17日（木）に１年生は毎年恒例の落語教室を実施しました。今年度 

も立川流 立川志の輔一門の立川晴の輔師匠を講師にお迎えし、落語の魅力、 

歴史、楽しみ方などについてお話をしていただきました。代表生徒が舞台上 

で小話を行う体験時間もありました。そして晴の輔師匠から落語を２席披露 

していただいた際には、生徒たちはその芸の楽しさに引き込まれ大きな笑い 

が沸き起こりました。想像力を働かせて聞く落語のすばらしさを間近で体験 

し、伝統芸能の素晴らしさを体感できる機会となりました。また、豊かな表 

現力の大切さを生徒も教員も学ぶことができました。 

第２回 Enjoyサイエンス教室 
 10月 24日（木）の放課後、鶴川サイエンスラボ代表の池田裕幸様を講師 

にお迎えし Enjoyサイエンス教室を開催しました。今回は「色彩の不思議」 

がテーマでした。シールを貼った「ぶんぶんゴマ」を作成し、コマを回転さ 

せたときに色の区別がつかなくなる回転数を調べ、人間の目の限界を調べる 

実験を行いました。生徒たちの実験はみんな成功し、最終的には理論値とほ 

ぼ同じ実験結果の数値を観測することができました。思ったより遅い回転で 

も色が混ざって見えることを生徒たちは実感しました。 

避難訓練 

10月 25日（金）に不審者対応の避難訓練を実施しました。町田警察署の 

職員の方が来校し不審人物の役を務めていただきリアルな状況を再現しての 

訓練となりました。授業中だったので生徒たちは教室内で机・椅子でドア付 

近にバリケードを作り、不審者が教室に侵入しない環境を整えました。職員 

室にいる教員たちが、「さすまた」などを用いて不審者に対応し、警察に引 

き渡すシミュレーションを行いました。その後生徒たちは体育館に集まり、 

町田警察の方々から指導と講評を受けました。 

面接サクセス講座 
 ３年生は 10月 29日（火）に麻布大附属高等学校の先生をお招きして「面 

接サクセス講座」を実施しました。都立高校の入試で必須の自己 PRカードの 

書き方や面接のポイントなどのお話を聞きました。その中で、自分の魅力や 

熱意を伝えるためには、結果としての事実だけでなく、その結果に至る過程 

（どのような努力をしてきたのか等）に焦点を当てることが大切であるとご 

助言をいただきました。高校受験ではもちろん、その先の将来まで役に立つ 

内容でした。 

表彰 

 
 

〇バドミントン部                           

第 67回東京都中学校第７ブロック町田市新人大会    

   女子シングルス  第２位  ２年 K . Y さん 

〇陸上競技部 

 第 67回市民スポーツ大会 陸上競技 

  女子中学１年 走幅跳 

  第２位 １年 Y . J さん 記録  ３m97 

   男子中学２年 砲丸投 

  第３位 ２年 Y . R  さん 記録 ５m59 

〇俳句 

  第 35回伊藤園お～いお茶新俳句大賞 

  佳作 ３年 T . H さん 

    「空風に 揺れるブランコ 錆びた声」 

  佳作 ２年 S . S さん 

    「酸っぱさが 祖父の思い出 柚子の味」 

ぶんぶんコマづくり 

不審者を確保！ 

面接サクセス講座 

〇柔道（中体連）                         

令和６年度横浜市中学校柔道選手権大会    

  優勝  １年 M . A さん  → 県大会出場 

最後に全員で記念撮影 


